
帰国・外国人児童生徒教育支援体制モデル事業帰国・外国人児童生徒教育支援体制モデル事業

背景・目的
・公立学校に日本語指導が必要な帰国・外国人児童生徒が増加
・帰国・外国人児童生徒の受入体制の包括的な整備が必要必要

６．（１）適・日係（９枚目）

帰国・外国人児童生徒教育推進地域

教育委員会、学校関係者、大学、関係機関、ＮＰＯなどで構成教育委員会、学校関係者、大学、関係機関、ＮＰＯなどで構成

地域連絡協議会の設置

帰国・外国人児童生徒教育の
センター校（小・中学校等）

校内委員会の設置校内委員会の設置

・日本語指導担当教員
・母語指導協力者
・専門的なコーディネーター等
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